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施　策　名
（小項目）

その他事務管理(監査委員)

事務局長作
成
者

役職コード

06-01-20
氏名 川邊　亘

電話

H21H20

調査結果に対するコメ
ント、市民の反応等

地方自治法に基づく監査委員制度(業務)であり、今後とも継続して行う必要がある。調査対象でない
施策の場合は、
市民の反応等

H19調査年度

平成20年度
予算の方向性

項　目

重要度（%）

満足度（%）

評価 評価

1 監査委員事務市の財務･経営に関する事務の管理が予算及び法令等に基づき適正に行なわれているか検証し、公正で合理
的かつ能率的な行政運営が図られることを目指す。

工事監査は工事の財務事務及び施行が適正かつ効率的に行なわれているかどうかを主眼として、実施する
ものであるが監査事項のうち、設計、積算、施工などの専門的技術分野に関する事項については、専門的
知識を有する｢技術士｣の資格者・団体に監査業務の委託を行なう必要がある。

人件費

事務事業

評価結果

人件費
直　接
事業費

人件費
直　接
事業費

613

備　前　市　施　策　評　価　シ　ー　ト

4,680
251 3,520

(総合計画の施策部
分から、実施する施
策を抽出)

③
施策展開

Ａ ～ Ｅ

施策の体系
大項目（基本目標）

中項目（基本施策）

健全で自立したまちづくり

簡素で効率的な行財政運営

2 2 2
2

実績
達成率

2

新規に必要な事業・連携が必要な事業

外部監査等の導入

そ　の　説　明

を有する外部監査等の導入の必要性が生じている。

☆☆☆
☆☆
☆

その他

☆☆☆

優先順位

251 3,288 3,940248

☆☆

H17

担　当　課　長　評　価

☆

☆☆☆

☆☆☆
☆☆☆

☆☆☆

H18 H19

直　接
事業費

実施主体

行政需要が複雑多様化する中で、監査機能の充実を図るうえで、専門知識

単
位

目標値

H18 H23

目標 91 9126
26

100.0
実績

施策に対する成果指標名
H17

財政援助団体の監査団体数
目標

31
31

100.0
1

100.0

定期監査の件数

100.0

達成率

☆☆☆
☆☆
☆☆

２　事業構成の適当性

二次評価一次評価

５：非常に高い　４：高い　３：どちらともいえない　２：低い　１：非常に低い

判断理由

3 公正中立で合理的かつ効率的な行政運営を補償するため
に必要な施策であるが、定期監査の完全実施と監査水準
を向上させる必要がある。

3 事務事業の構成は、人件費･事務費･負担金となっている
が、旅費･負担金の見直しが必要である。

4

監査団体の対象
の増加

今後の展開・
協働の可能性・
事業の見直し等
の担当への指示

３　施策の有効性

二次評価者コメント

3年間(H17～
H19)で全部署の
定期監査を実施

指標の説明

氏名
役職

251 1,992
251 1,992

264
110 176

3 176 141

3,152

264
940

施策の対象と目的

(誰のために、何の
ために)

判断理由

H19

現況と課題

②

(総合計画から現在
の問題点を抽出)

この施策に要した費用（人件費込、単位：千円）
H17 H18

19,711 20,291

64-1839 事業費（単位：千円）

(高 ～ 低)

施策を構成する事務事業名

241
305 764

76 296 126
412

1,544
1,656

264

387 3,200
226 2,820
120
120
226

行政需要がますます増大する中で、効率的な監査業務ができるよ
う監査計画の見直しと監査手法の検討が必要である。また、市民
に対し、監査業務の内容の周知と監査結果をホームページに掲
載、公表する他、透明性の高い監査を実施するために専門知識を
有する外部監査等の導入の検討研究を望む。

ベンチ

2 4 4

4

１　目的達成度

評価年度

H28 マーク

4

監査業務である予算の執行状況及び経営管理等における
公正中立の立場で、指摘指導が図れ適法･効率･妥当性を
確保する目的はおおむね達成している。

3 工事監査の件数
目標 2

100.0達成率

工事監査件数の
増加

実績 2 2
100.0

4
目標
実績

達成率

法定監査・検査・審査の事務事業の推進

細事業一覧表 事業
分類

例月現金出納検査業務

決算審査業務

法定事務

法定事務

定期監査業務

財政援助団体監査業務

工事監査業務

全国都市監査委員会負担金

西日本都市監査委員会負担金

中国都市監査委員会負担金

県都市監査委員会負担金

請求に基づく監査業務

法定事務

法定事務

法定事務

ソフト事業

ソフト事業

（平成18年度事業）

ソフト事業

ソフト事業

法定事務

＜見直し領域＞
その施策や事業が必要
か否かの検討が必要

＜維持領域＞
現状の方向を継続

＜強化領域＞
内容等を見直し、市民
満足度を高める事業を
行う

＜検討領域＞
その施策や事業の存続
の検討が必要

重　　　要　　　度

満

足

度

平　均

高低

高

低

-45

-35

-25

-15

-5

5

15

25

35

0 0 0 1 1 1 1

備前市総合計画の内容から記載する

⑤　施策成果指標（基本目標・基本施策・施策意図から設定）

⑥　施策構成事務事業の評価

⑧　施策の評価

⑦　⑥以外で、目標達成に必要な新規事業及び連携させる他部署の事業

④市民意識調査による施策の重要度・満足度


